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研究成果の概要：工場生産システムのフレキシブル化、製品設計と生産システムの
連携、設計アーキテクチュアと組織能力、生産システムの進化に伴う人材開発、
生産システムのグロール化にともなう新たなる進化と変容について研究を進め
た。 
世界同時不況とビッグスリーの危機、そして突発的に起こった日本の自動車産

業の危機に焦点を当てつつ、工場生産システムのフレキシブル化、製品設計と生

産システムの連携、設計アーキテクチュアと組織能力、生産システムのグロール

化にともなう新たなる進化と変容について研究を進めた。 
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１．研究開始当初の背景 

世界の自動車産業におけるグロー

バル競争は、規模の拡大だけを狙った

再編成がスポットライトを浴びた段

階から、その再編成の内実であるブラ

ンド戦略と製品開発競争と結びつい

たフレキシブルな生産システムのあ

り方が問われる新しい段階に入った。 
 このグローバル競争の進展する中

で、消費者ニーズが多様化し変化する

中にあって、優れたブランド力を構築

しつつ、生産のフレキシブル化をいか



に実現していくかが共通の問題意識

となりつつある。また他方において、

環境技術戦略の一層の強化とグロー

バルなコスト競争の進展の中で、部品

コンポーネントのモジュール戦略の

高度化と多様化、世界的な部品産業の

再編統合も進みつつある。 
 
 
２．研究の目的 
 このような背景を踏まえて、本研究

では日本及び海外現地工場における

工場生産システムのフレキシブル化、

製品設計と生産システムの連携、ダイ

ナミックなサプライヤーシステムの

製品開発への影響、製品アーキテクチ

ャー戦略と組織能力の形成、マルチプ

ロジェクト戦略とデジタル技術、製品

モジュラー戦略の国際比較、生産シス

テムの高度化と進化に伴う人材活用、

再訓練、雇用流動化に伴う人材育成に

ついての研究を進めた。 
日本の自動車メーカーのグローバル
展開が先進国地域はもとより、アジア、
インド、東欧、ロシアにまで拡大したこ
とに伴い、生産システムの単なる移転か
ら、より次元の高い現地化が進みつつあ
ることに注目し、開発の現地化と現地化
した生産システムの新たなる連携、部品
調達の現地化の一層の進展の中でのサ
プライヤーシステムの変貌と進化につ
いての調査研究を進めた。自動車産業の
グローバル再編と関連しておこったグ
ローバルプラットホームの活用とグロ
ーバルソーシングがその内実において
どのような問題を生み出し、メーカーに
よってその明暗を分けたかを明らかに
した。 

 
 
３．研究の方法 
工場生産システムのフレキシブル化、
製品設計と生産システムの連携、設計ア
ーキテクチュアと組織能力、生産システ
ムの進化に伴う人材開発、生産システム
のグロール化にともなう新たなる進化
と変容について研究を進めた。 
  自動車産業のグローバル再編と関連
しておこったグローバルプラットホー
ムの活用とグローバルソーシングがそ
の内実においてどのような問題を生み
出し、メーカーによってその明暗を分け
たかを明らかにした。 

 
 
 

４．研究成果 

日本的物づくり生産性を支えるアー

キテクチャアー戦略と組織能力向上に

及ぼすサプライヤーの開発能力向上及

び海外事業経験が及ぼした影響の解明。 
製品開発におけるアーキテクチャア

ー戦略の進展についても、自動車の場合

とオープンモジュラー性の強い家電、電

子の場合の比較研究、そして自動車部品

について多様化するモジュール化戦略

についての、日本及び海外メーカーにお

ける国際比較を試みている。 
世界同時不況とビッグスリーの危機、

そして突発的に起こった日本の自動車

産業の危機に焦点を当てつつ、工場生産

システムのフレキシブル化、製品設計と

生産システムの連携、設計アーキテクチ

ュアと組織能力、生産システムのグロー

ル化にともなう新たなる進化と変容に

ついて研究を進めた。 
日本の自動車メーカーのグローバ

ル展開が先進国地域はもとより、アジ

ア、インド、東欧、ロシアにまで拡大

したことに伴い、生産システムの単な

る移転から、より次元の高い現地化が

進みつつあることに注目し、開発の現

地化と現地化した生産システムの新た

なる連携、部品調達の現地化の一層の

進展の中でのサプライヤーシステムの

変貌と進化についての調査研究を進め

た。 
生産システムの高度化に影響を及ぼ
すイノベーションマネジメントの役割
とインテグラルアーキテクチャーによ
る先進的要素技術の統合が環境技術及
び省エネ技術に及ぼす影響と今後の展
望。 
自動車技術の電子化と ITデジタル化
による高性能自動車部品サプライヤー
の製品開発戦略と海外事業展開の最近
の傾向。 
製品構成の変化や開発リードタイム
短縮に伴う生産システムのフレキシブ
ル化から顧客ニーズの変化に即応でき
る対市場直対生産と量的変化に対応で
きるこれからのフレキシブル生産への
移行の可能性とその挑戦課題。 
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